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抗インフルエンザウイルス剤「タミフル®」 
今後の供給計画について 

 

中外製薬株式会社［本社：東京都中央区／社長：永山 治］（以下、中外製薬）は、Ｆ．ホフ

マン・ラ・ロシュ社から輸入し、製造・販売している抗インフルエンザウイルス剤「タミフ

ル®カプセル 75」「タミフル®ドライシロップ 3％」（一般名：オセルタミビルリン酸塩）につ

いて、2011 年 3 月までの供給計画がこのほどまとまりましたので、お知らせいたします。 

 

昨年は新型インフルエンザ（A/H1N1）が大流行し、2 年目にあたる 2010～2011 年のインフ

ルエンザシーズンも引き続き警戒が必要と考えております。 

中外製薬では、タミフル®を安心して処方いただけるよう、安全性関連情報の迅速な提供を行

うとともに、万全な製品供給体制を整えて参ります。 

なお、インフルエンザの急な流行開始に備え、既に 1,240 万人分のタミフル®の生産を完了し

ており、流行拡大の状況に応じて追加供給も検討いたします。 

 

中外製薬は、抗インフルエンザウイルス剤の製造販売元として、万全の体制を整えて準備に

あたる所存です。 

 

以上 

 

 

中外製薬在庫（2010 年 9 月末時点） 

タミフル®カプセル 75       880 万人分 

タミフル®ドライシロップ 3%  360 万人分 

合計 1,240 万人分 

 

※昨シーズン出荷量（2009 年 8 月～2010 年 3 月）：約 976 万人分 

 

 

タミフル
®
は、Ｆ．ホフマン・ラ・ロシュ社（スイス）の登録商標です。 

 

※ 本リリースは、厚生労働記者会、厚生日比谷クラブ、重工業研究会 

および本町記者会に配布しております。 


